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（１）高速長尺先進ボーリング調査結果 

・令和５年２月２１日より３月１４日までの調査結果は、以下のとおりです。 

 

 １）削孔進捗 

 

図 １ 削孔進捗グラフ 
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 ２）孔口湧水量 

 

図 ２ 孔口湧水量グラフ（横軸：削孔位置） 

 

図 ３ 孔口湧水量グラフ（横軸：日付） 
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 ３）孔口湧水の水質 

 

図 ４ 孔口湧水の水質（水温、PH、電気伝導度（EC）） 
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 ４）地質の状況 

 

図 ５ スライム写真及び掘削エネルギー（削孔位置 0M～122M） 

※孔口部の 0～10m は 10m 以深と掘削方式が異なり比較できないため、掘削エネルギーを算出していない。 
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（２）高速長尺先進ボーリング調査結果の報告について 

・令和５年２月２１日より３月１４日までの調査結果は、以下のとおりです。 

 

 １）報告内容 

・図 ６～図 １６に示すとおり、削孔を開始した令和 5 年 2 月 21 日からの進捗、水質、岩石片

（スライム）、掘削エネルギーの各状況を取りまとめており、ＪＲ東海のＨＰにも掲載していま

す。なお、図 ６～図 １６は、令和 5年 2月 21日から令和 5年 3月 11日までの実際の報告資

料になります。 

 

図 ６ 全体進捗状況 
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図 ７ 進捗状況（１週目） 

 

図 ８ 進捗状況（２週目） 
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図 ９ 進捗状況（３週目） 

 

図 １０ 水質（１週目） 
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図 １１ 水質（２週目） 

 

図 １２ 水質（３週目） 
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図 １３ 岩石片（スライム）の状況（１週目） 

 

図 １４ 岩石片（スライム）の状況（２週目） 
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図 １５ 岩石片（スライム）の状況（３週目） 

 

図 １６ 掘削エネルギー 
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 ２）静岡県とのこれまでの対話の内容 

・今回の調査状況の報告について、ボーリング調査開始前から静岡県と内容や記載方等について

対話を重ねており、また、削孔の進捗に応じて県の専門部会委員から頂いたご意見も反映しな

がら、報告内容がより分かりやすくなるように更新しております。ボーリングの初回報告前ま

でに静岡県から頂いたご意見とその対応が表 1になります。また、初回報告後に県の専門部会

委員から頂いたご意見とその回答が表 2になります。 

 

表 １ 静岡県からの意見対応表（初回報告前まで） 

ご意見 対応 

・削孔延長ではわかりにくいので、県境からの距離

として明示してほしい。 
・削孔位置と県境までの距離を併記しました。 

・管理値は１０ｍあたりの湧水量となっているが、

孔口湧水量に１０ｍあたりという記載がないた

め、１０ｍ換算の湧水量も記載するべき。 

・１０ｍ換算の湧水量を追記しました。１０ｍ換算への計

算式も備考に追加して記載しました。 

・管理値をギリギリ超えない状況が続けば、総量と

しては相当の湧水が出続けていくことになる。総

量についても記載すべき。 

・総量を計算できるように、孔口湧水量１週間の平均値に

ついても追記しました。 

・水質についても記載するべき。 ・水質についても、定例報告の中に記載しました。 

・試料サンプルについて、スケールや粒径等も記載

するべき。 

・試料スライムについて、スケールと粒径について記載し

ました。 

・「掘削エネルギー」を定例報告で報告するべき。 
・「掘削エネルギー」は１００ｍ単位でまとめて報告しま

した。 

・「代表的な地質の状況」は、地質の変化を把握す

るためには不十分であり、もっと細かく確認する

必要がある。 

・岩石片（スライム）の状況について、削孔時は最低でも

１日１枚の写真を定例報告で添付しました（岩種変化が

あれば都度）。 
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表 ２ 静岡県（専門部会委員）からの意見回答表（初回報告以降） 

ご意見 回答 

・総流出量は報告されていないのでしょ

うか。 

・単純に平均流出量に８６４００ｓをか

ければ日毎の総流出量になると考えて

よいのでしょうか。 

・半日ごとに計測していますので、日毎の総湧水量は、それぞれの湧

水量に４３２００秒（６０秒×６０分×１２時間）を掛け、昼の分

と夜の分を足し合わせることで計算できます。 

・この情報（毎週の様式報告）だけでは、

どこで掘ったデーターかわかりませ

ん。位置図深度不明です。推測では掘削

しているのは山梨県瀬戸川層群で静岡

県側は、四万十層群で地質年代も違う

し構造運動の受け方も異なりますので

参考にはなりません。 

→ボーリングの進捗状況がわかるよ

う、位置図及び地質調査資料（縦断図）

で示すこと。 

・毎週の報告にボーリング進捗状況が分かるように平面図と縦断図を

追加し、進捗位置を図示します。 

・３月１４日報告から図示を行います。 

・静岡県側は、県境付近まで先進坑を掘削した後、県境付近から高速

長尺先進ボーリングを実施し、静岡県内の断層帯を調査します。  

・①掘削場所がどこだかわかるようにし

て、想定していた断面地質図との整合

を確認してほしい。場合によっては、

断面地質図を書き直して高精度化する

必要がある。 

・削孔位置については、番号２のボーリング進捗状況で報告すること

に加え、平面図と縦断図を追加し、進捗位置を図示します。 

・地質縦断図の更新は、調査終了後に調査全体を俯瞰し、今回の結果

と既往調査の結果との確認を行いながら、必要な対応を検討しま

す。 

・②毎日の報告が昼と夜になっている

が、何時なのか。 

・「昼（方削孔終了後の湧水量）は２０：３０、夜（方削孔終了後の湧

水量）は翌日８：３０に湧水量を測定」を様式下部へ注記します。 

・３月１４日報告から追記しています。 

・③２４日夜の計算式の意味が分からな

い。 

・１０ｍ当り湧水量の計算式を記載し、３月７日に提示済みです。 

・④セメンチングによりＥＣやｐＨの値

が変わると説明しているが、本来はど

のくらいと推定しているのか、理由も

含めて示してほしい。 

・既往の調査実績より、セメンチング後かつ湧水量が少ない削孔初期

段階時は、ＥＣ，ｐＨが上昇する傾向があります。 

 これは、微量のセメントミルクの成分が湧水に溶存し、口元湧水と

して流出しているものと考えられます。 

・例えば、Ｒ５.１/２５専門部会 資料２図１２でお示しした広河原

斜坑の高速長尺先進ボーリングでは、口元からある程度削孔が進ん

だ時点での電気伝導度は、概ね２０ｍＳ/ｍ～２５ｍＳ/ｍで安定し

ており、本調査でも同様の傾向を示すのではないかと推定していま

す。 

また、ｐＨについても同様に、ある程度削孔が進んだ時点では、概

ね８～９で安定する傾向を示すのではないかと推定しています。 

・⑤水温やＥＣ，ｐＨの値から何が分か

るのか（推定できるのか）説明してほ

しい。 

・削孔位置に応じた簡易水質の変動の有無・傾向を見ることで、地質

や地山の変化等を考察するために活用します。また、これまで広河

原斜坑内で実施してきた高速長尺先進ボーリングのデータの傾向も

参考とします。 

・⑥スライムから何が分かるか教えてほ

しい。マシントルクや掘進速度との関

係はどうなっているのか。 

・スライムより、岩種（粘板岩、砂岩、凝灰岩等）が分かります。 

 スライムの粒度は、地山の良否（岩盤のミクロな構成）を判断する

目安となります。 

 割れ目が多い … スライムは割れ目に依存し、大きくなることがあ

る場合がある。 

 亀裂が細かい … スライムは亀裂に依存し、小さくなることがある

場合がある。 

 断層粘土がある … 非常に細かいスライムとして、削孔水に濁りが

生じる場合がある。 

  粘土を伴うスライムが確認される場合もあるが、削孔延長によって

は、うまく孔口まで排出されない事もある。 

・また削孔延長に対し、スライム量が大量に排出される場合なども評
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価の指標となります。 

・ボーリング削孔速度は、一定の速度を保つように現場管理していま

すが、削孔速度にバラつきが生じる時は、地質の変化等が生じる可

能性がある箇所と考えます。 

・断層帯や割れ目帯の場合、ミクロ的に硬軟を繰り返す削孔になるこ

とから、機械データにばらつき等が生じやすい傾向があります。 

・２４日の計算内容は、わかりました

が、なぜ２５日の備考に書かれた湧出

量が減っているのですか？ 

・２５日は削孔作業を行わなかったため一時的に孔内の湧水量が落ち

着いたと考えています。 

・３月１４日報告から追記しています。 

・観測値からなぜ０．８Ｌ/分、０．５L

Ｌ/分が導きだされたのか分からな

い。 

・現地では、容器法で１分当たりの湧水量を測定（Ｌ/分）していま

す。観測したＬ/分をｍ３/秒へ単位変換計算しています。 

・２５日は削孔作業を行わなかったため一時的に孔内の湧水量が落ち

着いたと考えています。 

・計算式や単位などｍ３と表記されてい

るが、他も含めて公式ＨＰに乗せるな

ら科学的な表現にすべきでないか。 

・３月７日報告の様式より、ｍ３をｍ３に修正済みです。 

・備考の計算式で湧出量はｍ３/秒で計算

されているが、米印のところがＬ/分

で書かれている。なぜ単位を変えるの

か？感覚的にわかりやすくするならカ

ッコ書きなどで換算した 旨書くべき

ではないか。 

・Ｌ/分からｍ３/秒への計算過程を分かるように記載するとともに、

実測値と単位変換計算を分かるように備考欄へ記載します。 

・３月１４日報告から追記しています。 

令和５年３月１４日時点 

 


